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『偉大なるお節介』 〜 あくせくしない態度 〜 

 

放送大学埼玉学習センター(大宮)で、2024年5月11日（1コマ＝90分 x 4コマ）、12日（4コマ）の授業『が

ん哲学外来 〜 言葉の処方箋 〜』に赴いた。【教科書『がん細胞から学んだ生き方「ほっとけ 気にするな」

のがん哲学』（へるす出版）】を音読しながら進める。 多数の受講者で、質問も多くあり、大変有意義な

充実した時であった。 

 

複数の受講者の中から『偉大なるお節介症候群』認定証の希望があり大いに感動した。 早速授与した(画像)。 

 

『偉大なるお節介症候群』の診断基準 

（1）暇げな風貌 

（2）偉大なるお節介 

（3）速効性と英断 

 

『偉大なるお節介症候群』認定証の選考項目 

（1）「役割意識＆使命感」 

（2）「練られた品性＆綽々たる余裕」 

（3）「賢明な寛容さ」 

（4）「実例と実行」 

（5） 世の流行り廃りに一喜一憂せず、あくせくしない態度 

（6） 軽やかに、そしてものを楽しむ。自らの強みを基盤とする。 

（7） 新しいことにも、自分の知らないことにも謙虚で、常に前に向かって 

努力する。 

（8） 行いの美しい人（a person who does handsome） 

（9）「冗談を実現する胆力」～sense of humorの勧め～ 

（10）「ニューモアに溢れ、心優しく、俯瞰的な大局観のある人物」 

 

5月12日は『母の日』で、wifeと子供夫妻と吉祥寺で夕食会の時を持った（画像）。良き想い出となる『母

の日』となった。 

  



 


